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こんな事務部長をめざしてます。

　小児科医不足、妊産婦のたらいまわし、地方病

院の廃院など昨年は毎日のようにマスコミに取り そして職員という心をもった人間です。そのため

上げられ国民の関心が高い医療業界｡｢医療崩壊」 にも私自身もっと医療現場に熟知し、また「この

「介護難民」など悲しい言葉も生まれました。 業界しか知らない」医療・介護オタクではなく政

国の医療費抑制政策をうけ、今、日本中の病院は 治や経済など日々広く社会の動き情勢に敏感でい

生き残りをかけた苦渋の選択に迫られています。 たいと思っています。
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新中川病院　事務部長　松田　隆

他病院との差別化、効率のよい経営など公益性の 　さて私が、事務部長をしている新中川病院は、

強いこの業界では(医療法人は、利潤の追求をし 通称ケアミックス病院と呼ばれ一般病棟と療養病

てはいけない)今まであまり考えられなかった一 棟の両方の機能を有しております。「救急病院で

般企業並みの経営努力が、求められています。私 なく小児科や産科も標榜していない病院には、あ

は１８年前ある病院の総務職員として医療に携わ まり関係のないことでは」と思われがちですが、

り初めました。 当院も決して例外でなく国の医療費抑制政策の影

　当時の事務長の仕事といえば、「切れた蛍光灯 響を受けております。主にご老人の方の長期入院

の交換」と「伝票の印鑑押し」に１日の大半を費 を主軸としている当院ですが、昨年１０月より厚

やしていたように思われました。むろんパソコン 労省通知により３Ｂ病棟(障害者施設等入院病棟)

などもなく何か月に１回の行政が主催する事務長 には、認知症の方と脳梗塞後遺症の方のご入院は、

会が唯一の情報源でした。しかし私たち一般職に できなくなりました。また２Ａ・２Ｂ(医療療養病

流れてくる情報は、ほんの一部でした。リスクマ 棟)医療依存度が低い方は、事実上入院が厳しい状

ネージメントという言葉も一般的でなく、まして 況となりました。(医師が、入院の必要性を感じて

やチーム医療・個人情報保護法・カルテ開示・セ も国が決めた診療報酬上、入院して頂くと病院側

カンドオピニオンなど発想もしていませんでした。 が赤字になるシステム)その他、これは以前からで

　時代の流れは速く今どきこの様な病院は、少な すが特別の理由がない限り１８０日を超える長期

くなったのでしょう。医療情報も厚労省のホーム 入院に対しては患者様に自己負担１５％が、発生

ページには、通知や通達は、翌日にアップされ部 します。(選定療養費)

下のほうが先に情報を把握している事も珍しくな 　以上医療業界は、まさに国の医療政策という嵐

い時代です。情報を多く持つことで威厳を保つ時 の中で激変しております。しかし当院を利用して

代は、終わりました。これからの事務部長は、そ 下さる患者様、利用者様には不安感を与えず今ま

の情報をいかに自院で有効に使うのか？またタイ でと変わらぬ医療・介護サービスを受けて頂けれ

ミングは？などデジタル処理されたものを「人の ばと思います。無論綺麗ごとだけでは、実現できれ も 人 思 す。無論綺麗 け 、実現 き

心をいれて」アナログに変換する作業の要ではな ないことは承知の上ですが、その為の努力は惜し

いかと考えます。事務部長の仕事は、パソコンの まないつもりです。こんな病院の事務部長を私は

画面ではなく今、目の前にいる患者様・利用者様 めざしてます。




